
【申請団体一覧】若者とつながるための「夜の居場所」創出および経営運営支援事業 実践と研究の融合を通じた社会実装モデルの形成

団体名 所在地 事業名 事業概要

1

特定非営利活動法人

プラットフォームあお

もり

青森県
あおもりのミライを創る若者のための

Heart Lighting Station　事業

【夜の居場所　拠点と活動日】

コンソーシアム構成団体である株式会社まちなかキャンパスが運営する「Heart Lighting Station弘前

https://hls-hirosaki.com/　」を活動拠点として、毎週水曜日の17:00～21:00に「夜の居場所（仮称：Night

HLS）」を開設します。

【居場所の開設以外の課題解決の活動】

「社会課題の解決を担う若者の能力開発支援」と、「安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援」の２

つを目的として、５つの活動に取り組みます。

【活動地域・組織体制の拡大、共同研究の実施】

本事業は2029年2月までの期間を想定し、期間中に拠点は弘前市から青森市と八戸市へ拡大します。

実行団体とコンソーシアム構成団体に加え、青森みちのく銀行地域開発部が中核となって2026年6月に設立する

予定の企業連合（仮称：AOMORIプライド）構成企業の事業協力を想定しています。この企業連合の協力を活用

してソーシャルワーカー等の専門人材を配置することにしています。

また、調査研究の共同研究者としては、青森大学社会学部石井重成准教授を想定し、協力の内諾を得ています。

【自治体との関係構築】

実行団体とコンソーシアム構成団体は青森県や弘前市など県内自治体での事業実績が多数あり、本事業の成果を

基にしたアドボカシー活動に取り組みやすい環境を構築済みです。

2
一般社団法人基礎教育

保障研究所
岡山県

岡山・夜間中学を拠点とした若者の「夜の

居場所」創出と多角的伴走支援事業

開校10年目の岡山自主夜間中学校の基盤を活かし、孤独・孤立を抱える若者のための「夜の居場所」を深化させ

る。本事業では、午後5時～11時の間に授業と対話時間等を合わせた1回４時間以上を時間を確保し、教育・食

事・つながりを統合した包括的支援を実装する。「危機管理体制」として、ハイリスク事案にも即時対応ができ

るように24時間体制のSOSホットラインを構築。また、栄養バランスを考慮した「夜の食卓」を運営し、心身の

健康と安らぎを提供する。支援の核心として、教員免許保持者（特別支援教育）や心理支援の専門人材、ソー

シャルワーカー等による「当事者を多角的に支援する体制」を整備。学習支援と自己肯定感の回復を並行して図

る個別伴走支援。アウトリーチでは、従来の地域行事やSNSの活用に加え、一般社団法人OHANAやNPO法人志塾

フリースクール岡山等と連携。民生委員、保健師、保護司、自立支援協議会等の地域ネットワークを通じて、既

存の窓口では捉えきれない「潜在的な孤立層」へ多面的に直接アプローチする。

調査研究では、アウトリーチによる参加者の属性や関係構築状況が、自己肯定感向上等の内面的変化に与える影

響を分析・可視化し、夜間中学の「福祉的役割」を論理的に証明する。育て上げネットの知見を得て持続可能な

経営モデルを構築し、地方都市における「夜の居場所」の標準モデルとして岡山から全国へ発信する。

3

特定非営利活動法人

キャリア・ファシリ

テーター協会

和歌山県
孤立する若者をつなぐ夜のユースセンター

事業

本事業は、孤立状態にある若者を対象に、夜間に安心して過ごせる居場所（ユースセンター）を提供するととも

に、対話や交流を通じて社会とのつながりを回復し、社会参加へのきっかけを創出することを目的とする。近

年、ひきこもり傾向や就労不安を抱える若者の中には、日中の相談機関や支援事業への参加に心理的ハードルを

感じ、支援につながっていない層が存在している。

本事業では、夜間の時間帯に参加できる居場所を設置し、キャリアコンサルタントや心理職等の専門職が関わる

ことで、安心できる関係性の構築と継続的な伴走支援を行う。利用者の状態に応じて個別相談を実施し、若者サ

ポートステーション、就労準備支援事業、ひきこもり支援機関等の既存支援資源と連携することで、段階的に社

会参加や就労準備へとつなげる。

さらに、希望者に対しては学習支援やITスキル等の情報提供を行い、将来の選択肢を広げる機会を提供する。こ

れらの取組を通じて、多機関連携と専門職による伴走型支援の実践をモデル化し、夜間の支援空白に対応した持

続可能な支援モデルの構築を目指す。

4
特定非営利活動法人ミ

チル
兵庫県

地方の夜に、サードプレイスを。

- 若者の孤立解消と地域定着の実証・政策

提言事業 -

兵庫県豊岡市（人口約7.5万人）を実証フィールドとして、夜間（18～21時・週2回）の「夜のユースセンター

（仮称）」を出石町・日高町の2拠点で運営し、現時点で支援に繋がっていない若者へのアウトリーチを展開す

る。社会学者のレイ・オルデンバーグが提唱するサードプレイスとして機能させることで孤独・孤立の解消と地

域帰属意識の醸成を図る。専門人材（有資格者）を夜間責任者として配置し危機管理体制を整備。デジタルアウ

トリーチ・関係機関連携・訪問型アウトリーチの3層で繋がれていない若者に積極的にアプローチする。調査研究

では来所者へのUCLA孤独尺度・地域帰属意識アンケートを定期実施し、共同研究者と連携して全国地方小都市

（人口5～10万人規模）への転用可能なエビデンスを構築。事業終了後は豊岡市・兵庫県への政策提言につな

げ、夜間若者居場所の公的制度化を目指す。

5

公益社団法人

ギャンブル依存症問題

を考える会

東京都
ギャンブル依存症に起因する孤立・自死を

防ぐ夜間居場所・回復支援事業

本事業は、ギャンブル依存症に起因する借金、犯罪、孤立といった問題を抱える若年層を中心に、夜間の居場所

を入口とした早期接触から回復支援までを一体的に行うものである。週3回、夜間を含めた時間帯で居場所を開設

し、日中の相談窓口では対応が難しい層に対してアクセス可能な支援拠点を整備する。来所者に対しては、第一

優先に安心して滞在できる環境を提供し、孤立状態の緩和と信頼関係の構築を図る。さらに、危険性が高いと判

断される行き場のない者に対しては、男女別のシェルター機能により一時的な宿泊支援を行い、生活の基盤を確

保する。

また、多くの利用者が借金問題を抱えていることから、弁護士等の専門職と連携し、法的相談や債務整理に関す

る支援体制を構築する。利用者が心を開き、希望した段階で、回復と生活再建を支援する。さらに、女性の依存

症において薬物の過剰摂取（OD）や性依存等の問題が併発するケースに対応するため、薬剤師や看護師に相談で

きる体制を構築する。

そして、支援過程で得られる相談データや支援履歴を分析し、借金や孤立といった初期状態から回復に至るプロ

セスを明らかにすることで、ギャンブル依存症に対するハームリダクション型支援の有効性を検証する。これに

より、生活基盤の確保が経済破綻や犯罪、自殺リスクの低減に与える影響を実証し、医療的対応と公衆衛生的ア

プローチを統合した新たな支援モデルの構築を目指す。



6

特定非営利活動法人

ブリッジフォースマイ

ル

東京都
親を頼れない18歳以下の若者のための居

場所事業

家庭で生活する15歳以上18歳までの親を頼れない子ども・若者に向けて、週2日17時～21時の夜時間帯に、気軽

に立ち寄れる「夜の居場所」を提供します。

本居場所は、コンセプトを「自立に向けたエネルギーを養う場」と定義し、第一に、受益者が気軽に交流でき、

安心・安全に過ごせる居場所を共に創ることで「コミュニティへの所属感」を醸成します。第二に、意見交換や

情報交換、相談の機会を通じて「自己理解」「対人関係スキル」を獲得することを目指します。具体的には、①

ととのえる-ごはん、寄付品、相談(生活、就労、心理)➁ゆるめる-休憩、リフレッシュ、おしゃべり③みたす-映

像、音楽、ゲーム、本、WS、お楽しみ会④ひろがる-学ぶ（勉強・資格）、居場所外の交流、居場所外のイベン

ト参加、の4つの過ごし方を提案します。

その際に、居場所スタッフは、先回りの支援をするのではなく、利用者のニーズを丁寧に聞き取り、本人が主体

的に選択することのサポート役を担います。

利用については、開所時間中は、出入り自由としつつも、来所予約制を敷くことで、利用者の安全を確保しま

す。

運営については、シフトスタッフは、最低2名以上を配置。社会人ボランティアにも協力を要請します。利用ルー

ルについては、利用者の意見を取り入れ、共に利用ガイドを作ります。また、支援経過は統一フォーマットで記

録します。

7
特定非営利活動法人

PIECES
東京都

子ども・若者の「夜の居場所」創出に向け

た、市民参画による拠点運営とコミュニ

ティづくり

本事業は、東京都多摩市をフィールドに、孤立や生きづらさを抱える主に10代後半～20代前半の若者を対象とし

た「夜の居場所（ユースセンター）」を創出します。孤立化やケアレス化に晒される現代社会において、若者が

安心できる「ただ、そこにいていい」空間を保障することが目的です。

最大の特徴は、専門職による支援だけでなく、地域住民が参画する市民参加型の拠点運営を行う点です。利用で

きる社会資源が限定されがちな17時以降の開所を通じて余暇や遊びの権利を保障しつつ、専門職等による個別の

相談対応や心理支援、アウトリーチ活動をシームレスに展開します。

また、拠点運営と並行して、多様なステークホルダーが参画する「円卓会議」の開催や市民向け学習プログラム

を実施し、地域と協働しながら若者を支える包括的な支援環境を醸成します。

さらに、外部有識者や研究者と連携した調査研究を実施し、「夜の居場所」が孤独感軽減に与える効果や、市民

性がもたらす影響等を定量・定性の両面から可視化します。このエビデンスを基に自治体への政策提言を行い、

公的予算化や多様な資金調達による持続可能な運営基盤を構築することで、他地域にも波及可能な「メゾレベル

の支援モデル」の社会実装を目指します。

8 一般社団法人Spice 千葉県
ちばで暮らす若者とつながる「夜の居場

所」および地域セーフティネット構築事業

本事業は、千葉市を中心とした地域において、孤独・孤立状態にある若者、特に既存の支援につながっていない

層に対し、「夜の居場所」を起点としたアウトリーチ型支援モデルを構築する取り組みである。ちばユースセン

ターPRISMを基盤に、夕方から夜間帯にかけて週2回以上、若者が自由に過ごせる居場所を開所する。飲食や対

話、ゲーム等を通じて、「支援―被支援」の関係に依らない安心できる場を提供し、若者との関係性を構築す

る。新たにソーシャルワーカー等の専門職を配置するほか、リファー基準・危機対応マニュアルを整備し、必要

に応じて福祉・医療・相談機関等の社会資源へ接続する体制を整え、段階的な支援を実現する。

PRISMは2024年9月の開設以降、月延べ130名程度の若者が利用する拠点へと成長しており、学校や行政・相談

機関・医療機関等の紹介による利用も増加している。培ってきた関係性と運営ノウハウを活かし、「支援につな

がっていない若者との最初の接点」としての機能を強化する。さらに、研究者やシンクタンク等と連携し、居場

所支援が若者の孤独感や安心感に与える影響を定量・定性的に検証する。得られた知見は政策提言や地域への発

信に活用し、夜間の居場所支援を持続可能な地域の仕組みとして定着させることを目指す。

実践・研究・政策提言を一体的に展開することで、若者の孤独・孤立の解消に資する新たな社会モデルの構築を

目指す。

9
特定非営利活動法人

PROUD　LIFE
愛知県

LGBTQの若者の「安心できる居場所」を

ベースとした地域支援ネットワーク構築事

業

本事業は、SOGI（性的指向・性自認）への無理解から構造的孤立にあるLGBTQの若者を対象に、常設コミュニ

ティスペース「P-pal」にて夜間の居場所を提供することをベースに、包括的な支援体制を構築するものである。

現状、自治体による相談事業は拡充傾向にあるが、相談後の「つなぎ先」となる居場所が圧倒的に不足してお

り、若者の孤独感や自尊感情の低下を招いている。この課題に対し、本事業では週3日の夜間開所による安全な居

場所の提供と、専門職による伴走支援を実施する。また、「メタバース交流会」やショート動画を活用したSNS

広報を組み合わせ、来所への心理的・物理的なハードルがある層へのアプローチを試みる。

さらに、開所する居場所を単なる一拠点の運営に留めず、当事者団体・行政・専門機関が参画する「LGBTQ支援

地域連絡会」を設置・定期開催し、居場所をハブとした多機関連携のモデルを構築する。このプロセスを事例検

証等の調査研究により可視化し、「居場所」が持つ福祉的機能と公益性を客観的なエビデンスとして蓄積する。

本事業を通じて、SOGI理解増進法の理念に基づく相談支援体制の実効性を高め、将来的に全国の自治体で「居場

所」が公的に制度化され、全国どの地域でもLGBTQの若者が自分らしい生き方を見つけられる社会の実現をめざ

す。



10
特定非営利活動法人

子どもえんてらす
千葉県

今は子育ての街。

5年後に困難な状況の若者が住みやすい街

にするための居場所準備

●ユースセンター開所：17時～20時で3時間で居場所を週３回で開所し、食事の提供、状況においては身体を清

潔にするなどの、基本的な生活基盤構築のサポートをきっかけに、家から出て、各種社会参加、就労の意欲を増

加させる。

①新規の若者の支援に力を入れる。食は誰もが必要なものであるため、無料の食事提供をきっかけに、まず家か

ら出る・居場所に来ることを推進。

②食を通じて若者との関係性ができたあとは、背景の把握、関係構築を第一に専門スタッフが中心に関わる。

（安寧の場所となる）

③その後、弊会の様々な活動（趣味のゲーム、調理を一緒にやる、自然体験のサポートスタッフなど）に誘導し

て、興味と意欲向上を図る

④その後、働くイメージが付き始めた若者には、就職サポートする。

●行政への政策提言：これまでも行政、教育委員会との関りは強く、議員との繋がりも強いため、議会での一般

質問でも積極的に取り上げてもらうなど、積極的に提言を行っていく。具体的には、市民の現状ニーズ調査をも

とに、今後の人口動態変化に基づく市民ニーズを予測し、加えて助成事業で得たアウトカムを整理し、流山市に

おける「安寧・興味・意欲・就職の地域若者ステーション」の設置の提言を行う。

●他施設との連携：社会的に隔絶されがちな児童養護施設や特別支援学校、発達障碍放課後デイサービスとの連

携、更に子ども食堂など低い年齢層の居場所と連携を取る事で横断的な支援を実現する。

11
特定非営利活動法人あ

いむ
福岡県

繁華街で孤立する若者へのアウトリーチ型

居場所・伴走支援事業

福岡県第3の都市である久留米市において、居場所の新設と事業の評価・調査を行う。

対象は家庭・学校・職場等に居場所がなく、既存制度につながりにくい15歳から29歳の若者である。

具体的には、中心市街地の繁華街での夜間の声掛け（夜回り）、アウトリーチ型居場所、個別伴走支援（面談・

他機関同行）を実施する。久留米市では非行等の青少年支援施設が令和6年3月に閉館した。団体は2025年12月

から久留米市での夜回りを開始し、2026年4月までの5か月間で312人の若者と接点を持ち、11人の個別伴走を

行った。申請事業で居場所を新設し、より個別伴走などソーシャルワークも強化することができる。

担当者は県内他地域で繫華街での若者支援の4年間の実践を有し、夜間帯のハイリスク事案に対応してきた。社会

福祉士や若者支援経験のあるスタッフも配置予定である。居場所利用時には全員に面談を実施し、困難の把握と

伴走支援への接続、危機管理を行う。警察や市とも連携し必要時に他機関へつなぐ。評価・調査は全国こども福

祉センター理事長であり愛知文教女子短期大学の荒井和樹准教授と実施し、有効性を検証する。警固公園久留米

でも行政連携と支援拡大を目指す。福岡県内にある警固公園での実践は県の予算化にもつながっており、久留米

でも当団体の現場での実践が、行政や他のNPOとの連携につながり、地域全体での支援の広がりを生み出すこと

を目指す。

12
一般社団法人にじいろ

ほっかいどう
北海道

すすきの地域における若者・性的マイノリ

ティの孤立防止と健康アクセス改善のため

の「夜の居場所」創出事業

札幌市すすきの地域に、夜間帯に孤立しやすい若者、LGBTQ+当事者、既存支援につながりにくい層等を対象と

した常設型の居場所拠点を開設する。繁華街に拠点を置くことで、行政窓口や日中の若者施設では接点を持ちに

くい層への新しい入口機能を整備する。週3日程度開館し、交流や相談、安心して過ごせる居場所を提供する。必

要に応じて医療・福祉・行政等の支援機関と連携する。HIV感染症を含む性感染症や、HIVの感染リスクを抑える

PrEP（プレップ）など、セクシュアルヘルスに関する情報提供や啓発を実施し、若年層のヘルスリテラシー向上

を図る。

本事業は「にじいろほっかいどう」がこれまで実施してきたLGBTQ+当事者の若者向け居場所・交流支援を、夜

間帯へ拡張する取り組みであり、従来の日中・単発型支援から、継続的に利用できる定期開館型支援へと発展さ

せるものである。

加えて「レッドリボンさっぽろ」との連携により、若者支援とセクシュアルヘルス支援を一体的に提供し、従来

の居場所事業には不足しがちであった専門相談・予防啓発機能を強化する。

さらに、利用者アンケートや対話を通じて運営改善を重ね、地域ニーズに即した持続可能な拠点モデルとして整

備する。これにより、支援の質の向上、支援未接続層への到達、地域ネットワーク強化等の成果を目指し、札幌

における夜間ユース支援の新たな地域モデルを形成する。

13
特定非営利活動法人

mia forza
宮城県

こども・若者の夜の居場所と声の可視化事

業

若者支援は学校や行政窓口等の昼間帯に制度化されている一方で、夜間は支援の空白が生じており、制度未接続

の若者ほど孤立や心理的リスクが進行しやすい構造がある。特に夜間は対人接触機会が少なく、孤独感や不安、

衝動性が高まりやすいなか、公的支援は十分に機能していない。本事業は、この時間的空白に対して低閾値の居

場所を設け、関係性形成を起点とした段階的支援により、困難の顕在化前に介入するものである。対象は15歳か

ら39歳のうち既存の相談機関を利用していない、または継続に至らなかった若者とし、仙台市繁華街近接エリア

に18時から23時まで利用可能な夜の居場所を開設する。匿名・予約不要とし、非指示的な雑談から自己開示、相

談へと移行するプロセスを設計することで未接続層への介入を可能とする。同時に、東北・北海道からの進学者

を多く迎える仙台の状況を背景に、大学・専門学校等の連携での学内居場所も展開し、さらに多くの若年者への

アクセスを目指す。運営は精神科医療機関および自殺対策やヤングケアラー対応のNPO等での経験を有する複数

のソーシャルワーカーを中心に、日常的な関わりや個別の対面・電話・家庭訪問やSNS用いた相談対応の中でリ

スクアセスメントを行い、必要に応じて危機介入や医療機関等への接続、同行支援を実施する。あわせて、宮城

県内の研究者と連携し、WHO-5日本語版、日本語版UCLA孤独感尺度および日本語版K6等による縦断的測定に加

え、本人の同意に基づき生活環境や生育歴、居場所ニーズ等に関する質的情報を把握し、利用頻度や関係性の変

化と心的指標の関連を分析する。得られた知見は支援改善およびモデル化に反映する。これらは匿名化および倫

理配慮のもとで実施する。本事業は、継続的関係性に基づく早期介入により高コスト支援への移行を抑制する予

防的投資として、その有効性を実証する。



14
認定特定非営利活動法

人釜ヶ崎支援機構
大阪府

夜のユースフリーカフェからつながる

若者サービスハブ活性化事業																								

夜のフリーカフェを利用する若者たちが、ひとりひとりの個性と願いを元に活動を発見・充実させ、社会参加を

おもしろくする若者サービスハブを３ヵ年で新今宮エリアに実装します。［夜のフリーカフェ］２０２６年度週

１回（月曜日を予定）１７時～２１時、２０２７年度以後週２回（月木曜日を予定）。Instagram、LINE、

youtubeを活用し家庭・学校・職場環境・社会で孤立しがちな若者たちを夜のフリーカフェにつなげます。２６

歳～３９歳の若者については、家庭でのひきこもりや単身で生活保護受給中であることが多く想定されるため、

「仕事のブランクが気になる」「楽しいことを探したいがきっかけがない」等の想いを持つ方が参加しやすい

ゆったり系ボランティア枠を作ります。２０２６年１０月までに地域連携も担当するソーシャルワーカーを配

置。フリーカフェ入場の際スマホのアプリ等で利用の回数をデータ化すると共に半年１回のアンケートへの誘導

についてシステム化を進めます。［ミッドナイトラウンジ］夜のフリーカフェをリアルとオンラインでつなぐAI

伴走型アウトリーチ基盤を作り運営します。フリーカフェ終了後２１時～翌５時（SWの出勤状況に合わせて順次

日数を追加）、リアルで夜のフリーカフェ開催日時。緊急の相談対応が必要等の場合はヨリドコオンライン

（https://yoridoko-online.jp)のLINE相談に誘導します。

15
特定非営利活動法人

キッズバレイ
群馬県

夜の居場所を起点とした若者のウェルビー

ング向上事業	

本事業は、学校や職場に籍を置きながらも息苦しさを抱える若者、とりわけ不登校・中退・未就労などにより安

定した所属を得にくい若者を対象とし、「夜の居場所」の創出、人材育成、調査研究・政策提言を一体的に推進

する取り組みである。

若者の孤独・孤立問題は複数の要因が複雑に絡み合っており、単一の機関や制度のみでは解決が困難な状況にあ

る。そこで本事業では、若者本人のリアルな声を起点としながら、行政・学校・地域団体・企業・市民など多様

な主体が連携する「コレクティブ・インパクト」のアプローチを中核に据える。

具体的には、「ココトモ学園」等の夜の居場所を運営し、若者同士および地域との関係性を育む。同時に、利用

者の変化や支援プロセスを定量・定性の両面から調査・可視化し、実証的エビデンスの構築を図る。このデータ

をもとに、多様なステークホルダーが集う円卓会議を開催し、夜の安全な居場所のあり方や支援の仕組みについ

て幅広い立場から対話を重ね、地域全体での緩やかな合意形成を目指す。

こうした協働プロセスを通じて、居場所のネットワーク化、ハンドブック・MAPの作成、ユースワーカーの育成

を推進し、多様な主体が共通認識のもとで若者を見守る体制を構築する。最終的には、安心・機会・つながりが

循環する持続可能な地域実装モデルを確立し、桐生市の次期上位計画への反映をはじめ、政策レベルの議論へと

つなげていく。

16
一般社団法人京都わか

くさねっと
京都府 ここにいていい、夜がある

本事業は、法人が積み重ねてきた少女支援と地域包摂の実践を基盤に、政令都市での夜間若者居場所モデルを整

理・発信し、受益者の拡大と事業の財務基盤強化を図ることを目的とする。近年、虐待やDV、貧困、孤立など複

合的な困難を抱える若年層が増えているが、既存の支援制度は主に19時頃や21時までの若者支援となっており、

その後に街に出歩き危険になる若者を手前で支える仕組み作りが十分ではない。昨年から始めた夜間の路上若者

支援で明らかになったのは、安心して「ここにいていい」と感じられる地域での場所があること、誰かに話を聞

いてもらえること、「わたしでもできる」と思える小さな経験の積み重ねが必要だということである。この空間

の創設こそが支援の基盤である。

2022～2026年2月の休眠預金事業では、居場所が、少女や引きこもりの若者、生活困窮者、更生保護対象者など

多様な若年層の就労前支援として機能することを実証し、こども家庭庁「こどもまんなかアワード」を受賞する

など社会的評価も得て居場所作りの経験値を積み重ねてきた。

一方で安定的な財源や社会への発信力が十分ではない。

また本事業では「夜間の若者の居場所」を地域モデルとして体系化するために課題でもあった医療との連携を京

都ユースクリニック、横浜市立大学大学病院精神科のＶＲ診察室と行うことで若者の医療連携のハードルの低減

を模索する。

17
一般社団法人子どもの

みらい開墾社
千葉県 八街ユース・トランジションラボ事業

当団体はこれまでの3年間、中高生（13歳～18歳）を主な対象とした包括的な居場所（ユースセンター）を民設

民営で運営し、遊びや交流を入口に、多様な困難を抱える子ども・若者を包摂してきました。近年は19歳以上の

若者の利用も増加しており、自立に向けた継続的支援の必要性が明らかです。

本事業では従来の居場所支援を基盤に対象を39歳まで拡大し、①夜の居場所、②学び直し（自主夜間中学）、③

キャリア教育・就労準備支援、④専門職による相談支援、⑤オンライン接続、⑥地域活動や小さな仕事への仲介

（若者チャレンジバンク）、⑦居住支援・空き家マッチングを一体化した多機能型若者支援拠点（ユース・トラ

ンジションラボ）へ発展させます。また、八街市には市社会福祉協議会をはじめとする支援人材・関係機関と横

断的連携を構築できる土壌があります。本事業では、調査研究と官民学協働の「八街こども・若者支援推進ラウ

ンドテーブル」を通じて地域全体で若者を支える体制づくりを進め、予防的支援による社会保障費の抑制効果を

示すことで、居場所事業等への公的予算の置き換えによる制度的実装を目指すとともに、空き家マッチングや若

者参加型自主事業等の収益化を進め、助成終了後も持続的に地域課題解決へ取り組む基盤を構築します。これ

は、財政制約のある地方中規模自治体でも実装可能な、全国へ横展開可能な若者支援モデル「八街モデル」の構

築を目指す挑戦です。



18 新冠町商工会 北海道

NIGHT GUILD「アバターSSTを起点とし

た

夜間の若者アウトリーチ・社会参加モデ

ル」																								

本提案は、広大な面積ゆえに物理的・心理的距離が生じやすい北海道新冠町および近隣自治体を舞台に、夜間の

孤立を防ぎ、若者の自立を段階的に支援する自治体連携型モデルです。

1. 「相談者」ではなく「仲間」としての招待

　既存の相談窓口を「助けを求める場所」と敬遠しがちな若者に対し、本事業では彼らを単なる「支援対象」で

はなく、「アバターとして社会参加する仲間」として招待します。夜間のオンライン居場所を起点に、匿名性と

安心感を担保した「低心理負荷」な接点を構築し、既存の支援網からこぼれ落ちている層へ確実にアプローチし

ます。

2. 段階的なステップアップ・ロードマップ

　初期： 「見るだけ・話すだけ・学ぶだけ」の低負荷な参加で安心感を醸成。

　育成： アバターSSTでコミュニケーションや相談行動を練習し、模擬ミッションで実践準備。

　体験： 支援員同席のもと、地域業務をアバターで体験。本人の状態に応じ、短時間の有償ミッションへ進みま

す。

　接続： 新冠町のリアル拠点や、日高圏域の医療・福祉・教育・就労支援へ滑らかに繋ぎます。

3. 地域連携による社会参加の実現

　日高の広域ネットワークを活かし、デジタル上の居場所と地域の産業・専門職・支援団体を融合させます。地

理的制約を克服しながら、若者が自分のペースで社会との接点を取り戻し、最終的な自立と継続的な社会参加を

目指します。

19
特定非営利活動法人

キャリアbase
千葉県

学校の内外での居場所を活用した複層的支

援モデル構築事業

私たちが目指す複層的支援には2つのポイントがあります。まず接点が多様であること。学校の中でのキャリア教

育、校内キャリアサロン、そして場所を変えた居場所での関わり、個別の伴走支援と、1つの場、１つの支援だけ

でなく、生徒の未来に向けて、様々な場で接点を持ちながらサポートをしていくこと。もう１つは関わる大人が

多様であること。一人の支援者に依存することなく、多様な大人が居場所を中心に関わっていくこと。この2つを

大事にしながら本事業では下記を行います。

①夜間帯の居場所運営

既存の居場所拠点（北柏）の夜間時間帯に特化した開設を行います。

②近隣通信制高校との連携

アウトリーチの基本は通信制高校へ行います。各高校の先生と連携した要支援者の抽出と、該当生徒への働きか

けを学校の中からはじめ、外（居場所）へと繋ぎ、地域の大人や社会を感じる場として居場所を機能させます。

③多様な大人との接点創出による自己肯定感を育むステップ創出

自己肯定感を育むステップを丁寧に設計することが居場所においては重要だと我々は考えています。一人ひとり

に合わせた関わり方を模索します。

④居場所支援の効果検証と政策提言

参加による変化を調査・分析し、成果を行政等へ共有し施策検討につなげます。

本事業を通じて、夜間帯支援の有効性を可視化し、高校生が社会とつながる仕組みを構築し、支援モデルの確立

と社会実装を目指します。

20 一般社団法人Void 千葉県
ユースセンター「きょてん」社会的養護自

立支援拠点事業

夜の「きょてん」拡充事業：居場所のアウトリーチと若者との共創モデル

【事業の背景と必要性：公的事業の限界突破】

現在、千葉県からの委託事業として居場所運営に取り組んでいますが、公的資金の枠組みで取り組めることの限

界を感じており、重要度の増す、夜間のハイリスク時間帯に孤立する若者への十分な対応が困難です。本事業で

は、この限界を突破し、夜23時までの延長と宿泊を伴う深い伴走を実現します。

【事業内容：夜の「きょてん」の深化】

開所時間の延長と頻度増：

週1回の実施を週2回へ拡充。時間は18:00～23:00とし、深夜に孤独が深まる若者の受け皿を強化します。

宿泊可能イベント（お泊まり会）の定例化：

月2回程度の宿泊イベントを実施します。これまでの開催実績をベースに、夜を越える不安を共有し、安心感の土

台を築きます。

移動式居場所（キャンピングカー・アウトリーチ）：

固定の場所に「待つ」だけでなく、キャンピングカーを用いた移動型アウトリーチを実施します。物理的な距離

や心理的障壁で既存施設に来られない若者に対し、こちらから「居場所」を届けることで、新たな接点を創出し

ます。



21
一般社団法人みんなの

実家
鳥取県 夜の誰でもスペース「KOYOI」

『夜の誰でもスペース「KOYOI」』：本施設では週4日小中高校生向けのフリースクールと、週４日誰でも食事

ができる地域食堂を運営している。フリースクールは2年前より鳥取県並びに鳥取市の認定施設となり、地域や各

学校から高い信頼のもと活動をしている。また、鳥取市より養育サポート業務を受託し、要支援家庭の食事や相

談業務を支えてきた。これらの実績のもと、本事業ではフリースクール・地域食堂・家庭支援を掛け合わせた活

動を行う。

KOYOIでは、誰もが自由に時間を過ごすことができる。食事は調理希望者みんなで作り、食べる喜びも作る喜び

も。月替わりで行うアートワークショップにはイラストレーターやデザイナーなどを招き、多様なアート活動に

取り組み、自由な感性を発揮できる空間を創出する。また、利用者から支援機関への接続を求められた際には、

行政・各教育機関とも強い繋がりを持つ当施設だからこそ、スムーズな支援も可能である。当団体が運営するフ

リースクールや地域食堂に加え、東部地域全域のフリースクールや行政機関との協力体制も一層整えていく。

活動場所：当施設　　頻度：毎週水曜16-21時　　対象：15歳～39歳　　スタッフ：施設スタッフ2-3名　利用

者数/回：５名程度

食事：提供有（調理希望者は調理も可能）　活動：基本的には利用者の自由。アート講座に加え、自主学習、イ

ベント企画等のサポートも行う。

22
一般社団法人みんなの

居場所withふくい
福井県

地方の若者の居場所保障と公的支援を目指

したモデル構築事業

【事業の背景】こども食堂等、18歳未満を支える資源や公的支援は増えている中で、18歳以上の若者はSOSを発

する場所や頼れる環境が少ない状況にある。福井県内においても、高校生の不登校者数や中退者数が増加した

り、刑法犯少年が前年度の2.17倍になったりと、若者が抱える生きづらさを受け止めることができず、内向的に

なったり、非行として示したりする状況が見られている。また、中3や高3等の節目に支援が途切れることで、生

活環境が変わらず悪循環に陥るこども若者もいる。社会的養護に繋げられなかった若者への支援が不足してい

る。

【活動内容・目標】当法人は2021年から福井県若狭町にて、こども若者の日中の居場所活動や個別相談、同行支

援等を行ってきた。2026年度からは、福井県敦賀市にも拠点を置き、夕刻～夜間にもつながることのできる場所

を整備した。

本事業では、この２つの拠点において、こども若者が日中から夜間にかけて過ごせる居場所活動を行い、家庭環

境等での困難を抱えるこども若者が気軽に集え、食事や生活、様々な体験の機会を保障するとともに、若者の自

立に向けたソーシャルワークを行う拠点となることを目指す。

また、これらの事業を通して、こども若者の居場所活動が果たす効果を検証し、特に脆弱な若者支援について、

明確な効果測定と研究を行い、今後の福井県の施策への提案及び地方における若者支援の在り方を示す。
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一般社団法人子どもの

えがおネット
和歌山県

夜間の居場所が若者の安心感・自己肯定感

につながる実践と研究

若者の孤独や自傷行為が深刻化する中、当地域でも高校中退や不登校の増加が課題となっている。当法人では、

和歌山県紀の川市を拠点に、10年以上にわたり子ども・若者を対象とした居場所支援、食支援、伴走支援を継続

している。主な対象者は、ひとり親家庭、ヤングケアラー、困窮家庭、不登校経験者、養護施設退所者など、既

存制度のみでは十分な支援につながりにくい15歳～39歳の若者である。

本事業では、夕方から夜間帯を中心に、無料の食事提供や相談支援を行い、安心して過ごせる「夜の居場所」を

運営する。手作りの料理でほっとできる環境を大切にし、傾聴・共感・伴走型支援を通じて安心感や自己肯定感

の回復につなげている。虐待による自己肯定感の低さから引きこもりや不登校状態となった若者への伴走支援、

若年妊娠女性や母子世帯への住居支援等も行ってきた。

新たな取り組みとして、臨床心理士が週1回現場に関わり、大学教授等の専門家と連携しながら支援効果を分析す

る。また現在、県の委託による子育て情報サイト構築に向け綿密な協議を進めており、スマホからも容易にアク

セスできる、若い世代に届きやすい情報発信体制を強化している。

本事業を通じて、夜間居場所支援の有効性を可視化し、地域モデル化および政策提言につなげることを目指して

いる。
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プレーパークせたがや
東京都

若者とつながるための「夜の居場所」創出

および経営運営支援事業

～実践と研究の融合を通じた社会実装モデ

ルの形成～

まず、設定する対象者層が、いったん滞在可能な夜の居場所を確保できる「情報の提供」を実施する。物理的な

場所（本事業で用意する拠点）や、世田谷区内の幅広い同様の累計に属する法人活動とのネットワークを活用す

る。具体的には「ここに行けば話を聞いてもらえる」という草の根ネットワークを見える化させ、対象者層にも

わかりやすく届くような仕組みを用意する。

次に、家庭とのやり取りや夜間の居場所での見守りなど、若者の伴走者（一緒にいられる、一緒に家庭との交渉

に立ち会う、等）としての大人をアドホックに紐帯させるリスト構築を行う。これに基づき、平時のボランティ

ア要請を有機的に実現させる。

さらに、これらの活動を通じて行政や篤志家へ向けた課題顕在化と持続可能な伴走型社会の実装を試みる。具体

的には学術的なアプローチ（根拠の整理と指標の設計）、地方自治（地域社会）に対する政策提言やロビイン

グ、地域生活者への当事者意識の種蒔き、を展開する。言い換えれば左記の具体的な活動が、本件の受損益者で

ある若者と、その若者との関係性を構築することで先輩として社会を構成する成員である大人と、を実態ある関

係性として結びつけうるところを狙いたい。

以上を踏まえ、拠点整備（場所の確保）、適切な人員の配置、関係性へのフィードバックサイクル（仕組み

化）、を実施する。



25
特定非営利活動法人

学習支援ルーピス
北海道

釧路ユース・自立支援インフラ

「MANAVIVA HUB」実装プロジェクト

広大で公共交通機関の乏しい釧路・根釧地域では、既存の公的支援にアクセスできない若者が夜間に孤立を深め

やすい。本事業は、不登校や家庭内不和、経済的困窮などを抱える若者（概ね15～39歳）を対象に、安心できる

繋がりを提供し、孤独感の軽減と社会・他者との信頼関係を醸成することを目指す。

【①夜間居場所支援】Lupisが攻めのアウトリーチと一次受け（18～22時）を担い、専門機関であるなんらぼへ

シームレスに繋ぐ「深夜リレー型居場所（～24時）」を定期的・継続的に開所する。現場には社会福祉士等の専

門人材を必ず関与させ、ハイリスク事案への個別相談（特別枠）や必要に応じた家族支援、社会資源への接続を

重層的に行う。

【②調査研究・④政策提言】成果が可視化しにくい居場所支援に対し、地元教育大学の研究者と協働してデータ

化・エビデンス構築を進める。深夜帯支援や専門職介在の有効性を科学的に実証して実践と研究を融合させ、得

られた客観的データをもとに自治体へ制度的実装を働きかける「アドボカシーの担い手」となる。

【③資金調達と社会実装の面展開】初年度からクラウドファンディング等の多様な資金調達の習得に取り組み、

事業終了後も自走できる強固な経営・収益基盤を築く。同時に、専門職が地域の支援者を育成し、交通制約を乗

り越えて根釧地区全域にサテライト拠点が広がる「面展開」の社会実装モデルを形成する。
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コミュニティ・スペー

スsacula

京都府
夜間・深夜に孤独感を抱く若者への

「つながる」きっかけの場事業

生活上の悩みや親に頼れないしんどさを抱え、精神的孤独を感じている若者に対して、頼れる関係性に満たされ

ながら自己実現ができるよう、継続的な関わりを行なう。行政等の相談機関からの紹介、居場所や対人交流、相

談サポートを通じて、若者とつながることができるきっかけを増やして「誰かとつながる」ことへの精神的ハー

ドルを下げ、孤独・孤立感の減少と存在承認による自己肯定感の増加を目指し、若者の自立の促進につなげてい

くことを目的とする。

●オープンスペース事業

週5日9時～22時にオープンスペースを開放。スタッフが常時いる状態をとり、食事や日用品等の無料提供を行な

う。

●夜のご飯会

月に2日17時～21時に若者の居場所を実施。食事を参加者も一緒に作り、ボードゲーム等の交流も行なう。

●深夜の夜ふかし会

月に1度、22時～翌日6時まで実施。ニーズに応じ月に2日以上、若者向けのショートステイ事業も行う。

●アウトリーチ活動

京都市内のスペースにて、他団体と連携し17時～21時で若者の居場所を実施。

●相談サポート

ソーシャルワーカー等が面談を定期的に行ない、日常の不安や将来への見通しを一緒に考えていく。必要に応じ

て行政や医療の同行等を実施。

●就労体験の機会提供

18時～21時に若者が地域の方々に向けて調理・接客を行なう。就労体験及びコミュニケーションの場としてス

タッフがサポートしながら実施。


